
オクラの育て方

年間カレンダー

発芽適温：25～30℃　生育適温：20～30℃　

土壌適応性：ｐｈ6.0～6.5　輪作年限：2～4年

オクラとはアオイ科の1年草で、アフリカ北東部が原産とされている。エジプトでは古くから栽培されていた。別名「ネ
リ」や「アメリカネリ」とも呼ばれています。
日本には江戸時代末期から明治初期頃伝わったがほとんど普及する事は無く、普及し始めたのは1960年代以降で
す。
五角のものが一般的で丸莢や赤莢のものがあります。五角で10ｃｍ前後、丸莢で20ｃｍ前後の若莢を利用します。

発芽温度や生育温度が高いので暖かくなってからタネまきを

行ってください。直播とポットまき移植栽培両方が可能です。

タネが非常に硬く吸水しにくいので、１昼夜水に浸けてからタネ

まきをすると発芽しやすくなります。

高温には強い性質がありますが、低温には弱く、生育が鈍りま

す。乾燥には強いですが、良質のものを収穫する時は灌水も必

要です。

収穫4

畑の準備

管理

タネまき

植え付けの２週間前位に堆肥と石

灰、油粕・化成肥料等を散布し、よ

く深耕しておきます。

肥料は根を作るために堆肥を十分

に混ぜ込んでください。

発芽後は間引きはしないでそのま

ま育てます。

五角オクラでは莢が７ｃｍ前後で、丸莢オクラは10ｃｍ程

度になったら収穫してください。採り遅れは品質の低下

につながります。

１番果が大きくなった頃より２週間

に１回程度追肥を行います。

葉が込み入ってきたら着莢の下１

枚を残して摘葉を行います。

タネまきの２～３日前に予め７０ｃｍ幅で穴

の間隔が３０ｃｍのマルチを敷いておきます

。

タネは１穴に２～３粒程度まき、土をかけた

ら上から軽く手で押さえます。

2

3

1

タネまき

定植

収穫

一般地

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11121

コメリドットコム「HowTo情報」には、DIY情報、住まいやくらしに役立つ
ノウハウが満載です。


